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NTT西日本におけるネットワーク視える化ツールの
活用状況（能登半島地震における活用実績）
NTT 西日本グループの通信サービスを「24時間365日」監視しているNTT フィールドテクノネットワークサービスオペレーション
センタ（NSOC）では，通信障害時の対応を迅速化しサービス品質を高めることを目的に，設備の状態やサービスの提供状況の
「視える化」の実現に向けた取り組みを進めています．ここでは，NSOCで導入しているネットワーク視える化ツールを紹介し，
2024年 1月に発生した能登半島地震時における視える化ツールの活用実績，今後の取り組みについて示します．

ネットワーク視える化ツール導入の背景

NTT西日本が提供する電気通信サービスは，人々の生活に不
可欠な重要なインフラです．NTT西日本グループの通信サービ
スを「24時間365日」監視しているNTTフィールドテクノネットワー
クサービスオペレーションセンタ（NSOC）では，通信サービス
の安定性・信頼性確保を最優先事項と位置付け，通信障害が発生
した際は速やかな復旧に努めています．また，通信障害の状況を
お客さまに適切かつ速やかに発信することも大切な責務と考えて
おり，平時より情報共有の体制を整えています．
しかし，大規模な災害や故障が発生した際には通信ビル間の中
継光ケーブルの切断や，大規模ルータの故障が同時多発的に発生
することがあります．それに伴い，伝送装置や交換機，集約ルータ，
サーバなどから大量のアラームやメッセージが発せられます．こ
れまではオペレータがそれらを 1つひとつ分析する必要があった
ため，障害状況の把握に時間を要してしまうことがありました．
また，一連の復旧対応が終わった後に，発生した事象や対応措置
内容を，分析する際にも情報の整理に時間を要しました．
これらの経験を基に，サービス影響や障害個所の早期把握に向
けてネットワーク情報を可視化するツールの開発，導入を進めて
います．

ネットワーク視える化ツールの例

現在，目的に合わせて複数のネットワーク視える化ツールを導
入しています．ここでは代表的な 3つのツールを紹介します．
1番目はプローブツール（図 1）です．NTT西日本エリアの各

府県の加入者収容装置に接続したプローブ（試験端末）を用いて，
お客さまと同じ環境でインターネットとの自動疎通試験と品質測
定を行っています．この結果を可視化することで俯瞰的にサービ
ス影響の有無，範囲を把握可能としました．
2番目はトラフィック情報可視化ツール（図 2）です．ルータ

間を流れるトラフィックを 5分間隔で収集しており，収集・蓄積
したトラフィック情報を加工して有益な情報として可視化するさ
まざまなダッシュボードを用意しています．例えば，トラフィッ
ク量を線グラフでリアルタイムに描写しつつ，前日または前週の
同一曜日のトラフィック量と重ね合わせる表示をさせるダッシュ

ボードを備えています．また，過去の同一曜日のトラフィック量
を学習することでトラフィックの予測値を算出し，実際のトラ
フィック量が予測値から外れた場合に乖離の大きさに応じて警告
を表示するダッシュボードも用意しています．これらのダッシュ
ボードにより，トラフィックの特異な振る舞いを容易に把握する
ことが可能です．
3 番目はNTTアクセスサービスシステム研究所が研究開発し

たネットワークリソース管理技術（NOIM：Network Opera-
tion Injected Model）です（1）．NTT西日本のネットワークサー
ビスは，光伝送ネットワークやイーサネットワーク，IPネットワー
クなど，異なる通信プロトコルを組み合わせたマルチレイヤのネッ
トワークによって提供されています．NOIMはTM Forum（2）で議
論されている情報フレームワーク（SID：Shared Information 
and Data Model）で定義されたエンティティを採用し，汎用的
なデータ形式によるネットワーク情報の一元管理を実現していま
す（図 3）．NOIMにより，故障が発生したときの影響を迅速に
把握し，故障状況を可視化することが可能です．例えば，自然災
害によって物理リソース（ビルやケーブル）が損傷した場合，当
該物理リソースに重畳している論理リソースが損傷の影響を受け
ます．論理リソースが影響を受けると，その論理リソースが提供
しているサービスが影響を受けます．NOIMはレイヤをまたがる
各リソース間の関係を保持しているため，それらの関係をたどる
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ことで，物理リソースの損傷によるサービス影響を容易に判定で
きます．さらに，ネットワークを監視するシステムのアラームを
自動連携することで，より迅速にサービス影響を把握することが
可能です．

ネットワーク視える化ツールの活用事例
（令和 6年能登半島地震）

2024年 1月に発生した令和 6年能登半島地震では，地震に伴う

土砂崩れなどの影響により通信ビル間を接続するケーブルの故障
が複数の個所で発生し，一部エリアにて通信サービスを利用いた
だけない状況が発生しました．NTT西日本では地震発生後速や
かに災害対策本部を設置し復旧に着手しましたが，初動対応であ
る被災状況の把握においてネットワーク視える化ツールが効果を
発揮しました．
はじめに活用したのがプローブツールです．発災直後に速やか

にプローブツールで状況を確認し，被災エリアである石川県のイ
ンターネットサービスが全断していないことを即座に把握しました．
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図 2　トラフィック情報可視化ツール

図3 ネットワークリソース管理技術
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次にトラフィック情報可視化ツールで被災エリアのリアルタイム
のトラフィック量を確認しました．平常時と比べて 7割ほどのト
ラフィックの落ち込みを確認でき，全断ではないもののお客さま
の通信に影響が出ている状況を大まかに把握しました（図 4）．
本地震では設備の故障が広範囲に及んだことにより，サービス
影響を精緻に把握するためには多くの時間と人的リソースが必要
でした．しかし，ネットワークを監視するシステムからNOIMに
連携されたアラームにより，災害対策本部においてサービス影響
の範囲を把握することができました．具体的には，サービス影響
を受けている範囲が石川県能登地方に限定されており，石川県の
加賀地方および隣接県である富山県では，地震の影響による通信
サービスの影響を受けていないことを認識できました（図 5）．
このことにより以下の 2つの利点がありました． 1点目は，ア
ラームの精査に要する時間が大幅に削減されたことです．以前は，
複数のアラームから関連性のあるアラームを精査するのに多大な
時間が必要でしたが，必要なアラームのみをNOIMへ送信する仕
組みを導入した結果，この作業は不要となり，サービスレイヤの
影響確認に注力することができました．
2 点目は，お客さまへの情報発信が迅速化されたことです．

NSOCと災害対策本部に速やかに情報が集まることにより，迅速
な情報発信を行うことができました．また，市町村災害対策本部
が設置される庁舎や災害拠点病院に対して正常に通信サービスが
提供されているかなど，被害が発生していないことも併せて確認
することができました．
また，能登半島地震の復旧対応に対する振り返りでは，トラ

フィック情報可視化ツールを活用しました．地震の発生時刻前後
でのトラフィック量を分析した結果，被災エリアである北陸 3県
（石川県，富山県，福井県）ではトラフィックが大きく落ち込ん
だことが確認できました．さらに，このトラフィックの落ち込み
は 1月 1日の22時ごろには地震発生以前の水準まで回復している
ことが分かりました．また，北陸 3県ほどではないものの，トラ
フィックの落ち込みは西日本エリアの各府県でもみられました．
これは，地震発生直後は緊急地震速報を契機にインターネット利
用を一時的に中断し，テレビの地震報道の視聴に切り替えるといっ
た行動が影響しているとみられます．今回確認できたトラフィッ
クの振る舞いは，今後の災害に備えたネットワークの設計や災害
直後のネットワークオペレーションに活用できると考えています．

図４ 能登半島地震におけるトラフィック情報可視化ツールの活用結果
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図 4　能登半島地震におけるトラフィック情報可視化ツールの活用結果
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お わ り に

ここでは，NTTフィールドテクノが導入しているネットワーク
視える化ツールの概要と，能登半島地震における活用事例につい
て紹介しました．これまで，NTTフィールドテクノではプローブ
ツールとトラフィック情報可視化ツールを内製し導入，活用して
きました．また，ＮOIMについては初期導入以降，災害の実践
を通して得られた課題に対しNTTアクセスサービスシステム研
究所とともに解決に取り組みツールに反映してきました．
今後の取り組みとしては，今回の災害対応で活用したこれらの

ツールのデータや機能を一元化し，統合的な分析により，オペレー
ション品質を一層向上させることをめざしていきます．また，視
える化ツールに取り込むデータ種類を増やし，さらにその精度を
上げていくことで，情報発信の質の向上とサービス回復の早期化
に向けた検討を進めます．
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